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こ
れ
か
ら
も
自
分
を
信
じ
て
、�

　
自
分
の
ス
ピ
ー
ド
で�

　
　
人
生
を
走
っ
て
行
き
ま
す
。�

ゆっくら健康館�
ア
ス
リ
ー
ト
紹
介

ア
ス
リ
ー
ト
紹
介�

ゆっくら健康館�
ア
ス
リ
ー
ト
紹
介

ア
ス
リ
ー
ト
紹
介�

ゆっくら健康館�
ア
ス
リ
ー
ト
紹
介�高木　智恵子さん 

（64歳・旭村）�

　
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
会
員

の
高
木
さ
ん
が
、
１
月
に

行
わ
れ
た
第
53
回
勝
田
マ

ラ
ソ
ン
大
会
（
10
㎞
一
般

女
子
40
歳
以
上
の
部
）
に

出
場
し
、
60
歳
代
第
７
位

入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
高

木
さ
ん
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
始
め
た
動
機
や
勝
田
マ

ラ
ソ
ン
の
こ
と
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

　
　�

　
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
の
定

期
券
を
買
っ
て
、
４
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
最
初
は
交

通
事
故
の
リ
ハ
ビ
リ
の
た

め
に
通
院
を
続
け
な
が
ら

の
プ
ー
ル
と
ジ
ム
で
し
た
。

自
分
を
取
り
戻
す
た
め
の
、

自
分
と
の
戦
い
で
し
た
。

１
年
が
過
ぎ
、
コ
ー
チ
か

ら
走
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
練
習
を
続
け
、

勝
田
、
霞
ヶ
浦
、
つ
く
ば

と
ト
ー
タ
ル
５
回
の
大
会

に
参
加
し
完
走
し
ま
し
た
。

中
で
も
勝
田
マ
ラ
ソ
ン
で

は
３
度
目
の
挑
戦
に
し
て

10
㎞
女
子
60
歳
代
第
７
位

に
入
賞
で
き
ま
し
た
。�

　
行
き
届
い
た
コ
ー
チ
た

ち
の
努
力
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
る
レ
ッ
ス
ン
の

最
後
に
「
始
め
た
ら
継
続

で
は
な
く
、永
遠
な
ん
で
す
」

と
コ
ー
チ
の
言
葉
、
私
の

心
に
響
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
友
人
か
ら
「
始
め
る

事
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
人

は
い
つ
も
若
く
い
ら
れ
る
」

と
い
う
言
葉
は
深
く
心
に

刻
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
自
分
を
信
じ
て
、
自

分
の
ス
ピ
ー
ド
で
人
生
を

走
っ
て
行
き
ま
す
。�

�

　
高
木
さ
ん
の
目
標
は
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
だ

そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
、

高
木
さ
ん
の
よ
う
に
ゆ
っ

く
ら
健
康
館
で
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
通
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

　
今
後
も
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
る
人
達
を
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

4月13日（水）に茨城放送スクーピーから“ブ

ックスタート”の取材を受け生放送されました。

ブックスタートボランティア『いない　いない

ばあ』の皆さんの“ブックスタート”事業への篤

い思いや、赤ちゃんと絵本を介してことばや心を

通わす大切さをラジオの電波に載せてお伝えしま

した。

茨城放送スクーピー
レポートで生放送

ＮＨＫ水戸放送局デジタル放送による「わいわいスタジオ」

が、4月18日（月）から22日（金）大洗町から中継されました。

18日は大洗お花見自慢（東光台休憩公園）、19日は新人イル

カと新人トレーナー大奮闘（アクアワールド大洗）、20日はい

きいき体操（ゆっくら健康館）、21日は飴作り（年宝菓子店）、

22日はたらし焼を味わう（永町の縁台）など、子供からお年寄

りまで、活力ある大洗を元気にＰＲしていました。

ＮＨＫデジタル放送
「わいわいスタジオ」中継

なつかしの味「たらし焼」永町の縁台より
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2月9日（水）、幕末と明治の博物館聖像殿・別館、武石家

住宅主屋の3棟の建造物が、大洗町では初めての登録有形文

化財として登録されました。

幕末と明治の博物館聖像殿・別館の2棟は、今から約70年

前の昭和初期に建設され、以来常陽明治記念館として広く利

用されてきた建物です。現在も博物館として利用されていま

すので、当時の雰囲気が残る館内の様子をお楽しみください。

武石家住宅主屋は髭釜の旧医院で、今から約90年前の大正

6年に建てられました。通りから見ると洋館二階建の建物を

見ることができます。こちらは所有者に迷惑がかからないよ

うに外観のみを観察してください。

大洗町教育委員会では今後ともこの制度を活用し、身近に

ある古き良き建造物を所有者に協力を得ながら後世に残して

いく予定です。建築後50年（昭和30年以前）を経過した広

く親しまれている商店、住宅、旅館などの建造物が対象とな

ります。このような建造物をご存知の方は生涯学習課（267-

0230）までご連絡ください。

登録有形文化財（建造物）の登録

2月27日（日）、願入寺が所蔵する茨城県指定有形文化財の親鸞

聖人画像の保存修理が終了しました。

この画像は、今から約600年前の室町時代初期の作で、親鸞を描

いた画像の中でも古いものと考えられています。平成14年度より、

亀裂や欠落が問題となり、平成16年度の茨城県及び大洗町の文化財

補助金を利用して修理を行いました。修理の詳しい内容は、中央公

民館で無料配布している『大洗ぶんかざい通信第10号』をご覧くだ

さい。

親鸞聖人画像（親鸞聖人真向之御影）
保存修理事業

地域で活躍されているボランティアの方々の活動内容をと

りまとめた冊子の第3巻が発行され、全戸配布されました。新

しく18講座が登録され109講座となり、多くのボランティ

アの方々が、未来を担う子供たちの健やかなる成長を願って

力を合わせていきたいという思いの表れと思います。

3月23日（水）には登録者と町内小・中・高等学校の校長

先生をはじめ教育関係者の方々との交流会が開かれ、87名の

方々が参加し和やかな時間を過ごしました。

学びの交流ガイドブック
「三人よれば文殊塾」第3巻発行される

幕末と明治の博物館聖像殿・別館

武石家住宅主屋



今回は「風車の種類とはたらき」について説明しよう。
人類は数千年にわたっていろいろなかたちで風のエネ
ルギーを利用してきているんじゃ。最も古い風力の利用
は帆船じゃが、風車もかなり昔から使われてきておるん
じゃ。最初は穀物や豆を粉に引いたり、水を揚げたりす
るのに使われ、今では発電にも用いられるようになった
んじゃ。ところでみなさん、風車と言ってもいろいろな
種類があるのを知っていたかな？今回はその中でもみな
さんが一度は耳にしたことがある「オランダ型風車」と
「プロペラ型風車」についてお話しよう。
「オランダ型風車」はヨーロッパなどでよく見る風車
で、特にオランダの観光シンボルとしても有名な風車じ
ゃ。その構造は木製の羽根の部分に帆がつけられ、その

面積や角度
によって羽
根の回る速
度を安定さ
せているん
じゃ。この
風車は回転
する速度は
ゆっくりし
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ているが回転する力が強く、昔から粉引きや揚水などに
利用されていたんじゃよ。
さて、もう一つの「プロペラ型風車」じゃが、最近注目さ
れている風力発電用などによく使われておるものじゃ。
この風車の大きな特徴は、飛行機のプロペラと同じよう
な翼形を持ち、高速で回転することができることじゃ。
そのため発電などに用いられておるんじゃ。最近では翼
の長さが60m以上のものも製作されておるそうじゃ。
そのほかにも、プロペラ型風車と同じように高速で回
転する特徴を持つジャイロミル型風車や、オランダ型風
車のように回転する力が強い特徴を持つサボニウス型風
車などもあるんじゃ。このように風車はいろいろな種類
があるが、風車に何をしてもらうかという目的によって
風車の型を選ばなくてはならないんじゃな。
それではまた次回のコラムでお会いしよう。

○入館無料　○開館時間　10:00～16:30
○毎週月曜休館（月曜日が祝日の場合はその翌日）

大洗町港中央12番地　@267－8989
ＵＲＬ http://www.jnc.go.jp/xwakuwaku/

プロペラ型� オランダ型�

ジャイロミル型� サボニウム型�

水平軸風車�

垂直軸水車�

回
転
す
る
力
が
強
い�

速
く
回
る�

佐藤
さとう

ゆりあちゃん・さくらちゃん
（松川中部　3歳5ヶ月・4ヶ月）
お父さん　志宣 お母さん　諭江
「ゆりあのさくらと言って、
妹をかわいがるお姉ちゃんです。
いつまでも仲良くしてね。」

斉田
さいた

葵
あおい

くん
（新町10区　8ヶ月）
お父さん　祐介
お母さん　さをり
「わが家の将軍」

「流れ」 金沢　清治さん

「タライ舟と漁師」 高田　英夫さん



ë1.2才児�
　プチバック�

▲5才児　メモホルダー�

3才児　タオルかけê�

4才児　タオルかけê�

ë0.1才児�
　小物入れ�

恵
泉
保
育
園
　
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
製
作�

「
お
か
あ
さ
ま 

あ
り
が
と
う
」�

白
き
蝶
春
の
ひ
か
り
に
紛
れ
つ
つ
右
に
左
に
離さ
か

り
て

ゆ
け
り

永
町
四
区
　
川
上
　
ひ
さ

〔
評
〕
春
の
訪
れ
は
蝶
に
と
っ
て
も
待
望
の
季
節
。
野
を

舞
ひ
ま
う
さ
ま
を
捉
え
て
い
る
。

初
釜
に
招
か
れ
炭
の
は
ぜ
る
音
湯
の
た
ぎ
る
音
部
屋

あ
た
た
か
く

新
町
三
区
　
高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
心
あ
ら
た
に
茶
席
に
招
か
れ
た
う
た
。

木
枯
に
枝
の
折
れ
た
る
大
欅
梢
に
仰
ぐ
寒
空
さ
む
ぞ
う

高
し

永
町
六
区
　
笹
目
　
孝
子

〔
評
〕
欅
は
十
米
の
高
さ
に
及
ぶ
。
結
句
が
よ
い
。

墓
参
へ
の
野
路
に
茂
れ
る
や
ぶ
椿
葉
か
げ
に
い
く
つ

紅く
れ
な
いの
花

南
清
水
一
区
　
広
木
　
チ
イ

〔
評
〕
色
褪あ

せ
る
こ
と
な
く
咲
き
続
け
る
山
椿
。

雨
降
止
み
て
日
差
春
め
く
狭
庭
辺
に
蕾
解ほ
ど

け
て
沈
丁

花
咲
く

永
町
七
区
　
秋
山
ま
さ
子

〔
評
〕
一
ぱ
い
の
蕾
。
そ
れ
が
解
け
る
処
が
よ
い
。

ゆ
く
り
な
く
幼
な
馴
染
の
友
の
来
て
過
去
こ
ま
ご
ま

と
話
は
尽
き
ず

祝
町
七
八
〇
九
　
梶
尾
　
勝
吉

〔
評
〕
年
を
重
ね
る
と
人
は
昔
を
語
る
も
の
だ
。

梅
の
花
温
き
陽
を
一
ぱ
い
に
あ
び
て
香
り
の
こ
ぼ
る

る
ば
か
り

祝
町
五
区
　
石
澤
　
き
み

〔
評
〕
季
に
魅
け
て
花
開
く
梅
香
り
ま
た
よ
し
。

召
人
の
画
伯
画
き
し
烟け
ぶ

る
絵
に
歌
詠
む
こ
こ
ろ
し
み

じ
み
と
見
つ

永
町
二
区
　
田
山
　
り
ゑ

車
窓
に
は
筑
波
の
嶺み
ね

の
逆
光
に
冬
の
月
か
げ
冴
え
ざ

え
と
し
て

蔵
前
三
区
　
鴨
川
　
靖

父
逝
き
て
幾
年
経
つ
る
老
梅
の
少
な
き
花
に
お
も
い

起
し
ぬ

祝
町
二
区
　
吉
川
　
和

裸
木
の
先
に
ひ
ろ
が
る
空
の
蒼
き
ら
ら
め
き
つ
つ
春

告
げ
る
今
朝

前
原
一
区
　
堀
野
　
満
穂

筆
を
擱お

き
硯
す
ず
り
も
乾
き
墨
の
み
が
に
お
い
残
し
て
心
ゆ

す
ぶ
る

新
町
十
区
　
打
田
　
照
子

〔
評
〕
書
の
道
に
長
く
励
ん
で
来
た
作
者
。
短
歌
は
初
心

と
し
な
が
ら
も
巧
み
に
心
を
表
現
し
て
い
る
。
墨
の
匂
い

に
心
ゆ
ら
ぐ
心
象
詠
。

初
日
の
出
棚
雲
の
中
を
出
ず
る
と
き
光
立
ち
あ
げ
冷

気
を
散
ら
す

永
町
六
区
　
鬼
澤
の
ぶ
子

〔
評
〕
元
旦
の
日
の
出
程
人
の
心
を
打
つ
も
の
は
な
い
。

た
な
び
く
雲
よ
り
「
光
立
ち
あ
げ
」
と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
に

発
見
が
あ
る
。

涙
流
し
「
出
来
な
か
っ
た
」
と
言
う
孫
の
受
験
証
を

神
棚
に
置
く

寺
釜
八
区
　
小
野
瀬
保
子

〔
評
〕
高
校
・
大
学
と
い
う
人
生
の
城
壁
。
人
事
を
尽
し

て
待
つ
天
命
、
孫
へ
の
祈
り
が
一
つ
の
行
動
と
し
て
表
現

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
よ
い
。

寿こ
と
ほ
ぎの
紋
所
縫
い
纏ま
と

う
と
き
女
は
ひ
と
白
の
輝
き
放
つ

永
町
十
六
区
　
身
内
　
ゆ
み

〔
評
〕
自
他
と
も
に
祝
事
ほ
ど
よ
い
も
の
は
な
い
。
女
の

放
つ
輝
き
は
格
別
で
あ
る
。

く
ろ
ぐ
ろ
と
弥
生
の
雨
に
烟け
ぶ

り
つ
つ
桜
並
木
は
春
待

ち
お
ら
む

新
町
六
区
　
関
根
　
秀
子

〔
評
〕
弥
生
三
月
は
桜
に
は
未
だ
は
や
い
。
寒
々
と
し
た

中
に
も
芽
生
え
が
待
た
れ
る
景
を
詠
ん
で
い
る
。

我
が
子
に
抱
か
れ
逝
く
は
至
福

し
あ
は
せ

と
一
言
告
げ
で
妻

身
罷

み
ま
か

り
ぬ

祝
町
一
区
　
佐
藤
　
毅

〔
評
〕
人
間
は
死
に
真
向
っ
た
時
生
涯
の
決
着
が
訪
れ
る
。

倖
せ
は
求
め
ず
と
も
与
え
ら
れ
る
。

還
暦
を
超
え
た
る
吾
に
子
の
生
る
る
新
春
に
い
は
る

の
夢
朝
床

に
見
つ

桜
道
　
猿
田
彦
太
郎

〔
評
〕
正
月
の
夢
に
子
が
生
れ
る
と
い
う
歌
。
と
も
あ
れ

目
出
度
く
幸
せ
な
朝
で
あ
る
。

春
早
く
狭
庭
に
水
仙
芽
吹
き
つ
つ
イ
ラ
ク
の
花
に
逢

い
た
し
と
も
思
う

大
貫
四
九
　
三
村
　
住
江

〔
評
〕
茫
々
た
る
瓦
礫
が
れ
き

の
み
伝
え
る
テ
レ
ビ
。
作
者
な
ら

ず
と
も
同
じ
思
い
に
引
き
込
ま
れ
る
。
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〔入館料〕�

1,800円�

900円�

300円�

1,400円�

700円�

250円�

�

600円�

200円�

大　　人�

小中学生�

幼　　児�

種　別� 個　人� 団　体� 学校特割�

〔営業時間〕9:00～17:00�
※夏期営業時間（7／17～8／22）9：00～19：00

・料金は消費税が含まれています。�
・団体は20人以上です。�
・幼児は3歳以上です。�
・学校特割とは、保育所、幼稚園、�
小・中学校の学校行事として利用�
する場合です。�

ラッコ（イタチ科）�
Enhydra lutris

　ラッコは、大食いをする動物で知られてい

ますが、1日に食べる餌の量は自分の体重の

20～30％にもなります。当館では20％を目

安に与えていますが、雄のゴンタは体重が

30㎏なので1日6㎏となります。なぜそれ程の

量を食べなくてはならないのか、ラッコは8～

10億の毛に覆われていますが、皮下脂肪が

ほとんどありません。冷たい海で生活してい

くためには必要な量なのです。当館の3頭の

食いしん坊ゴンタ、マミー、カンナ、今日も元気に大食いしてます。�

（海獣展示課　菊池　孝）�


